



















































































































































































































































































































































































































































(4) 【原文（二）】 (13) でふれたように、各本には「則或孔子所謂小
人儒者乎（または則或子所謂小人儒者乎）」の一文があり、旧稿
では「あるいは孔子の言う「小人の儒」というものであろうか、
それとも「小人の儒」よりも下の（階級に位置づけられる）もの
であろうか」と訳したが、直筆本ではこの一文は無い。この一文
がどのような経緯で誤入したのかは今のところ不明であるが、下
文に「彼研究濶厠・虎子者則或子滸所謂末儒者乎。抑将下於末儒
者乎」とあることから、後人がこの箇所を対句であり「或～乎。
抑将～乎（あるいは～か。そもそもはた～か）」の選択の構文で
あったとみて、対句であればここにあると考えた一文を注記した
結果、誤入に繋がったのではないかと考えられる。
【原文（三））
余自十五六時、既已資衣食於教授三十年於今。鶏鳴而起其所憤動以俳勉
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者、末儒之憧竪、小人儒之輿優而巳。及其梢長知非是儒之君子、非是儒
之本業、然不為之則餓寒。是亦非甘居娼弔之間者乎。巧輿娼在四民之外
而遊千太平之中皆我類也 (I)。弔在我下乃愛之而可也。娼在我上乃敬之
而可也。如唾而傲之則得罪於詳道徳世治者突 (2)。
文化二年乙丑之夏、遊干金澤之府、輿巌手明耀不密喜余學又喜余文稽々
喜余所為而遂至書、是最奇僻之事於余、則最可漸然 (3)、曾哲之羊棗是
亦真知己乎。青陵道人鶴。
(1)平四郎本、『遺編集』本は「干」字がない。
(2) 「如唾而傲之則得罪於詳道徳世治者癸」は誤りが多い。七冊本は
「如唾而傲之則得於詳道徳世治者突」と「罪」の字が無く、十冊
本は「如唾傲之則得於詳道徳世治者突」と「而」字部分が空襴、
「罪」字がない。平四郎本は「如唾而傲之則不得於詳道徳世治者
突」となっており、欄外に「一本不ノ削」「罪ノアリ」（原文ママ）
とあって、「罪」字が本文脇に附されている。『遺編集』本は「如
唾而傲之則不得於詳道徳世治者突」と「罪」字がなく、「不」字
がある。
(3) 「娼説跛」（谷村一太郎編『陰陽談』（野村書店 一九三五年十月）
「娼説跛」）では「是則最可漸」と「是」字が加えられている。
【書き下し（三）】
余十五六の時より、既已に衣食を教授に資すること今に三十年。鶏鳴し
て起き、其の憤励して以て俳勉する所は、末儒の憧竪、小人の儒の輿優
のみ。其の稽く長ずるに及び、是れ儒の君子に非ずして、是れ儒の本業
に非ざるを知る。然れども之を為さざれば則ち餓寒す。是れも亦た甘ん
じて娼汚の間に居る者に非ずや。巧と娼とは四民の外に在りて、太平の
中に遊ぶ。皆な我が類なり。巧は我が下に在り、乃ち之を愛して可なら
んや。娼は我が上に在り、乃ち之を敬して可ならんや。如し唾して之に
傲れば、則ち罪を道徳世治に詳しき者に得るなり。
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文化二年乙丑の夏、金沢の府に遊び、巌手明と罐しむ。音に余の学を喜
むのみならず、又た余の文を喜み、梢々余の為す所を喜み、而して遂に
書に至る。是れ最も奇僻の事。余に於いては則ち最も断ずべし。然るに
曾哲の羊棗あり。是れも亦た真の知己たるか。青陵道人鶴。
【現代語訳（三）】
私は十五～六のころから、人に学問を教えることで生活すること既に三
十年あまりになる。朝早く起きて、奮い立って心の中でわだかまりなが
らも励んでいることといったら、末儒に仕える小僧か、小人の儒の召使
いのようなことだけである。次第に（自分が実は孔子が子夏に諭したよ
うな）儒者としての君子というものではなく、（自分がやっていること
が）｛需者としての本業ではないことを理解した。しかし今やっているこ
とをやめてしまったら、生活できなくなってしまう。こんな私もまた（古
い事物や言葉にこだわっている儒者と同様に）遊女と乞食の間に階級づ
けられていることに廿んじているものではないだろうか（きっとそうに
違いない）。乞食と遊女は士農工商の四民の外に位置づけられて、この
太平の世の中で自由に振る舞う。これらの人々はみな私の仲間である。
乞食は私の下に（イ吃置づけられて）いる。乞食たちを愛おしんでもよい
のである。遊女は私の上に（位置づけられて）いる。遊女たちに敬意を
払ってもよいのである。もしも彼らに唾を吐いてののしり、おごりたか
ぶるようなことがあれば、（私は）道徳世治に詳しい者から罪を得るこ
とになる(!)。
文化二年乙丑の夏、金沢に旅行し、巌手明と友人となる。（彼は）私の
学問を愛好してくれだけではなく、私の文章も愛好してくれ、だんだん
と私の振る舞いについても愛好してくれ、そしてついには書まで愛好し
てくれた。これは尋常ではないことであり、私にしてみても大変恥ずか
しいことではある。しかし「曾哲の羊棗」ということもある。これこそ
本当の親友というものなのだなあ。
青陵道人鶴 (2)。
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(1) この箇所は各本の誤りが非常に多く文意が取りづらかったが、直
筆本の文章では何のこともない文章であって文意も明らかである。
ここでの「道徳世治に詳しい」とは【原文（一）】に見られるよう
な、時代が移り形が変わっていく中で、過去の道徳の形に拘るこ
となく、今の世から理を見出して政治に活かす者といった意味だ
と考えられ、起結が一本につながった文章ともなる。
(2) この敗文は各本には付随していないが、直筆本では「娼説」の結
句から、一行空け、一段下げて続いている。そのため旧稿では【付
録】としたが、本稿では【付録】とはせずに記載した。
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